
令和３年１１月５日（金）

令和３年度 多自然川づくり近畿地方ブロック会議

滋賀県 土木交通部 流域政策局
河川・港湾室 主任技師 野本 裕真
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水制工
高時川流域概要
流路延長約48.4㎞
流域面積約212㎞2

瀬切れ発生区間
約10㎞



3平常時 瀬切れ時

河道内の表流水が伏没し、流水が途切れる現象

瀬切れ



流水の正常な機能の維持

湖北圏域河川整備計画

流水の正常な機能の維持

特に、高時川では、天井川特有の伏没・瀬切れ特性を踏まえ、現実的な対
応策を検討の上、実施します。

河川維持の種類及び施工場所

（流水の管理）
特に、高時川では、姉川合流点から高時川頭首工までの区間において、

毎年のように瀬切れが発生しており、生態系への影響等が課題となっていま
す。このため、天井川特有の伏没・瀬切れ特性を踏まえ、現実的な対応策
（河道形状の工夫による魚類の一時避難場所の確保等）について、学識経
験者等の意見も取り入れながら検討の上、実施します。
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●これまで

河川流量の確保に着目して設定

●滋賀県

河川流量の確保と河道形状の工
夫を組み合わせて設定

滋賀県の着眼点

流水の正常な機能の維持を目的とした正常流量の設定

河川流量
の確保

河川流量
の確保

河道形状
の工夫
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手引きの作成

滋賀県HPメニューバー 【県民の方＞県土整備＞河川・港湾・流域治水＞構想・計画・指針】
http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/kasenkoan/19551.html



適地選定の考え方
■詳細検討に向けた水制設置の適地選定の考え方

選定段階 大項目 小項目 評価の視点

一次選定

治水面での評価
現況流下能力

不等流計算より現況河道におけるHWL評価の流下能力を算出。流下能力
不足かどうかを確認。

既存の河川構造物
水制工の設置に伴う洗掘が生じた際に影響を及ぼす恐れのある施設が近
傍に有るかどうかを確認。

河床の安定性での評価

みお筋変動
みお筋が安定しているか、空中写真や横断図より確認する。安定してい
る箇所では、水制の効果が得られやすい。

河床変動
将来の河床変動が、水制高が埋まるほどの高さになると予測される箇所
は不適とする。

瀬切れ発生頻度 水域の連続性 過年度の瀬切れ実態調査で瀬切れ頻度が高い箇所（区間）を抽出する。

水域の形成しやすさ 河床低下後の水域面積 水制工設置による河床低下後に水域が出やすい区間を抽出する。

その他参考情報

産卵床 主要な産卵場と確認されている箇所への設置が望ましい。

湾曲（左右岸別）
湾曲外岸部かどうか。外岸部は水衝部となり、水制の効果が得られやす
い。

低水路幅
低水路幅が大きい箇所は、水制工長も必要になるため、可能な限り避け
る。

二次選定

治水面での評価

水制工設置後の水位上昇量 水制工設置により、HWL超過箇所が新たに出るような箇所は不適とする。

水制工設置後の
平面的影響範囲

水制工設置により、河岸侵食を生じさせる流向、流速の変化が生じるか
どうか。

瀬切れ時のシェルター
としての必要水面面積

アユの生活史別における
河床低下後の水面面積

対策箇所（水制工+みお筋掘削）での河床低下後の水面面積が必要水面
面積（必要水深）を満足するかを確認。
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水制工を設置することで、水制工の周り
に淵が形成される。

流量低減時にも魚類等の一時避難場所となる。
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川の流れ

水制工を設置することで、淵を形成し、流量低減時にも局所的な
水域（魚類の一時避難場所）を確保

河道形状の工夫（局所的な水域確保）

水制工によるシェルター（避難場）の形成例

淵形成による水域確保

【ステップ１】

写真：土器川（香川県）
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河道形状の工夫（連続的なみお筋確保）

水制工と低水路掘削の組み合わせによる連続的なみお筋（縦断的
連続性）の確保を試行的に実施し、その効果等をモニタリングする

水制工

水制工

平面図

断面図

低水路掘削

○河川流量の確保については、今後の社会情勢等の変化も踏まえながら、利水者
等との問題意識の共有化を図った上で対応方針を検討

地下水位 地下水位

※瀬切れの状況

【ステップ２】
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令和元年度からの取り組み

【工事概要】
河道掘削 V=8,800㎥
水制工 N=2基
【施工期間】
H31年4月～R2年10月

施工後の効果として、みお筋が中心部に寄り、かつ中心部の河床低下が起こることでみお筋が
安定することをねらっており、その副次的な効果として、高時川において毎年のように発生している
「瀬切れ（流水が河床に伏没する現象）」の部分解消も期待。

現 況

整備後



〇 R2.10には長浜市湖北高田町付近で水制工を2基設置
〇 現在、その効果の検証を行うため、施工後のモニタリング調査
（物理環境）を実施しているところ 12

水制工設置とモニタリング
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水制工のモニタリング状況

設置後2ヶ月
1mの深掘れ
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水制工のモニタリング状況

設置後8ヶ月
2mの深掘れ
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水制工のモニタリング状況

設置後12ヶ月
2mの深掘れ

魚の生息環境が
創出された
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河道形状の更なる工夫、生物環境モニタリングに向けた具体的検討

今後の課題

・今回設置した水制工の再評価（モデルとの検証）
（水制の基本諸元、配置計画、河床の安定性、みお筋掘削位置）

・下流側へ新たな水制工設置による連続的なみお筋（縦断的連続性）の
確保および機能評価（水面確保と維持管理性、水生生物の生態学的
調和）

・治水面への影響再評評価（水位上昇、対岸の侵食等）

・生物環境モニタリングの計画検討（水温、酸素量等）

・今回の結果を整理し、【瀬切れ河川における現実的な水環境確保
方策検討の手引き（滋賀県：平成２８年３月）】について、検討会や
ワーキングを通して、手引きの更新・他河川への適用可能性について
検討

瀬切れ簡易予測モデルの適用可能性の検討
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